
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
○学力調査や診断テスト結果
　の分析

○放課後の補習教室

〇教師の授業力向上

○全国学力・学習状況調査の結
果　全国平均以上
○江戸川区学力調査の結果　全
国平均以上
○東京ﾍﾞｰｼｯｸﾄﾞﾘﾙ(算数科)の評
価テスト正答率８割以上
○毎週水曜日担任による補習の
実施、週に１度のEDOスク実施
○年間６回による校内研究授業
○OJT研修（月１回、夏季）
○小中授業連携ウィーク（月に
１回１週間）

70% 80% B

○全国学力・学習状況調査では全国
平均を国語は6.8ポイント、算数は
６ポイント下回った。しかし昨年度
の国語ー7.7ポイント、算数ー6.4
ポイントに比べ、全国平均との差は
減少させることができた。学力向上
委員会で2学期以降の学習の進め方
について検討し2学期からの授業改
善に向けて計画を立てた。
○校内研究授業やOJT研修、小中授
業連携ウィークは計画通りに実施
し、教員の授業改善につながってい
る。

B B

○江戸川区学力調査は、全国平均と
比べ、国語・算数ともにポイントが
低かった。全国学力調査の意識調査
では、算数の学習が楽しい、好きだ
と肯定的な回答する児童が多い。今
後も、分かった・できた・楽しい授
業を展開するとともに、苦手単元へ
のアプローチを学校全体で共有し実
施していく。
○東京ベーシックドリルの評価テス
トも目標達成には至らなかった
○校内研究授業やOJT研修、小中授
業連携ウィークは、予定通り実施
し、授業力向上の一助となってい
る。

B

○目標数値には届かなかったという
ことだが、算数の勉強が楽しいと感
じている児童も多いとのこと、今後
も楽しく学べる授業をお願いした
い。
○施設併設型小中学校の特色を活か
し、今後も９年間の学びを意識して
いってほしい。

○学力向上委員会が結果を
分析し教員に共有、朝学習
や放課後補習で取り組む内
容についての提案を行い取
り組んだが、結果には表れ
ていない。次年度の天下一
計算王の取組についても、
実態に合わせ改善していく
予定である。今後も他の学
校の学力向上の取組を参考
にしながら、児童の実態に
合った取組を行っていく。

○確実な読書科の授業の遂行
〇図書館ボランティアや葛西
　図書館職員による読み語り
　やお話集会の充実

〇年間読書の本の冊数
・低学年100冊以上
・中学年90冊以上
・高学年60冊以上
○「調べる学習コンクール」へ
の参加30人以上

85% 90% B

○図書ボランティアの読み語りを１
学期に４回実施した。また、中休み
や昼休みに読み語りシアターを実施
し、児童の読書への興味関心を高め
ることができた。

A A

○予定していた読み語りやシア
ター、集会を実施することができ
た。
○図書委員会のスタンプラリーの取
組により読書に親しむ児童も増え
た。

A

○図書室はいつも季節の飾りつけが
され、整理整頓されている。ＬＡＳ
と中学生ボランティアの皆さんに感
謝しかない。

○LASや中学生の図書ボラ
ンティアのおかげで、整理
整頓の行き届いた環境で、
本に触れることができた。
今後も連携していく。

体
力
の
向
上

〇体育科授業の充実
○「なわ跳びウィーク」や外
　遊びの実施
〇体育的行事や取組
○歯みがき指導の実施

〇体力テストの結果
・どの種目においても東京都の
平均を上回る。
○持久走記録会のタイムの向上
〇年度末の児童アンケートによ
る回答
・体を動かすことが心地よいと
肯定的に回答する児童85％以
上 75% 85% B

○体力テストの結果がまだ出ておら
す、体育関係の行事は2学期後半か
らの実施が多いので評価は難しい。
○休み時間になると元気に校庭や屋
内運動場で遊ぶ児童が多い。
○歯みがき指導は来年度に向けて計
画を立てている。フッ化物洗口は６
年生で取り組んでいる。 B B

○体力テストの結果は、体力合計点
は、１年男女、３年男女、５年男子
は都の平均を上回っているが、それ
以外は都・全国平均を下回っている
状況である。特に「反復横跳び」
「シャトルラン」「ソフトボール投
げ」が得点が低い。
○学校評価「学校は健康で体力のあ
るお子さんに育つよう取り組んでい
ると思いますか」の質問の肯定的回
答は８５％であった。持久走記録会
の取組が印象的だったと考える。

A

○体力テストは都の平均を下回る学
年もあるが、運動会での表現や競技
はすばらしかった。特印、６年生の
表現は感動した。
○持久走記録会は、平日にも関わら
ず多くの保護者が参観したと聞いて
いる。素晴らしい取組なので今後も
続けてほしい。

○体力テストの結果を体育
的行事委員会で検討し、体
育の主運動につながる準備
運動において、ポイントの
低い項目を向上させる活動
を系統的に示し取り組ませ
ていく。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇巡回指導員主導の研修会の
実施
〇コーディネーターや特別支
援専門員を中心とした特別支
援教育の組織化

〇研修会の回数
・年間3回実施
〇特別支援教室を退室する児童
の数
・年度内に5人
○教職員へのアンケート
・特別支援教育が進んだと答え
る教職員が80％以上

75% 85% B

○校内委員会で児童の様子を共有
し、支援が必要な児童には特別支援
教室への入級手続きを行い指導を開
始することができた。また、特別支
援教室を退級する児童は１学期末に
２名であった。今後も通常学級での
様子を見守っていく。

B B

○今年度の退級は３名で、目標には
届かなかったが、児童に合った支援
を提案することができた。
○内部評価では、研修で特別支援教
育について学び、理解が進んだとい
う回答があった。

A

○退級人数は目標には届かなかった
が、一人一人が個々の困難を克服ま
たは、改善できるよう支援できてい
ることはとてもよい。
○５歳児健診により、保護者や保育
士等支援者の、支援を必要とする児
童の把握がより進むとよい。

○次年度も月に１度の校内
委員会での共有、必要に応
じて臨時で委員会を開き、
組織的に対応する。
○SCや巡回心理士との連携
をより一層図る。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇全教職員による児童理解の
充実
〇不登校児童分析シートの活
用
○組織的且つ確実ないじめへ
の対応

〇不登校児童の人数
・年度末における不登校児童数
を０に近づける。
〇いじめ案件の未解決数
・年度末には未解決を０にす
る。
○児童への年度末アンケート
・学校が楽しいと肯定的に回答
する児童が90％以上

75% 85% B

○不登校児童は７名である。担任だ
けでなく、SSWや関係機関と連携
して今後の見通しを立てていく。
○いじめの未解決案件は現在のとこ
ろは０であるが、今後も児童の様子
を見て、早期発見を心掛けていく。

B B

○不登校児童は２９名である。児
童・家庭に合った関わりを今後も模
索していく。
○いじめ認知件数は３件である。双
方への聞き取り、指導・謝罪の場を
設け保護者へ報告した。年度末に状
況を確認し、解消を目指す。
○学校評価「お子さんは毎日、いき
いきと登校していると思いますか」
の質問に対し、肯定的な回答８９％
であった。今後も児童・保護者との
信頼関係を築き、保護者との連携を
図りながら、児童が充実した学校生
活を過ごせるようにしていく。

B

○不登校には様々な要因があり、か
つ複雑な事情が関係しており、解釈
が難しいことを改めて知った。
○夏季休業日中については規則正し
い生活習慣を維持するため、ラジオ
体操やプールを地域やPTAで実施で
きたらよいのではと感じた。
○育児放棄も昨今ニュース等で話題
になっている。学校も積極的に関わ
りをもってほしい。

○不登校対策委員会、いじ
め対策委員会を月に１度
（必要に応じて臨時開催）
生活指導夕会を週に１度実
施し、情報共有を図り対応
について検討する。
○年間３０日以上の不登校
児童は２９名である（１月
末現在）。児童・家庭に
合った関わりを今後も行っ
ていく。７名がエンカレッ
ジサポーターの活用により
相談室への登校ができるよ
うになり、教室へ行くこと
ができるようになった児童
もいる。次年度は、エンカ
レッジサポーターの人数や
滞在時間を増やすことで、
支援を増やしていきたい。

〇定期的なホームページの更
新
〇年３回の土曜日の学校公開
の実施

〇保護者への学校評価アンケー
ト
・「開かれた学校」「学校は情
報を発信している」という項目
において、肯定的な回答が
95％以上 75% 90% B

○ホームページを定期的に更新して
いる。今後も児童の様子を発信して
いく。
○tetoru発信を常時化し、保護者へ
確実に情報を発信する。 A A

○HP担当が、更新の回数やルール
について再確認し、掲示板への掲示
も行うことで、更新回数が増え閲覧
回数を伸ばすことができた。今後も
情報を発信していく。
○学校評価での情報発信や学校公開
についての肯定的な回答は96％で
あった。

A

○tetoruとHPを活用し、十分な情
報を発信できていると感じている。

○今後も目的に合った情報
伝達方法（ホームページや
tetoru、用紙）を選択し、
保護者や地域に学校の情報
を届ける。
○次年度も学校公開の内容
を充実させていく（時間割
や保護者参加型の内容等）

〇年３回の学校評議員会の実
施

〇学校関係者評価の結果
・年度末に学校関係者評価の内
容に関して、肯定的な回答が
85％以上

80% 90% B

○学校評議員会でいただいたご意見
をもとに、今後の取組を改善した
り、見直したりしていく。 A A

○話し合いだけでなく、学校公開や
展覧会で、児童・保護者の様子を見
ていただくことができた。 A

○学校評価の議論だけではなく、情
報交換の場にもなっており、とても
充実した学校評議員会となってい
る。

○話し合いだけでなく、学
校公開や展覧会で、児童・
保護者の様子を見ていただ
くことができた。

〇小中連携した教員の授業改
善
○中学生から小学生に教える
活動

〇児童や教職員へのアンケート
結果
・小中連携を行うことで満足感
を得たという肯定的な回答が
80％以上

85% 85% B

○小中連携授業ウィークとして１か月に１週間、小中の
教員が互いに授業を見合う機会を設ける。
○７月１５日に中学校の授業見学と部活動体験を実施、
中学校生活への関心を高めた。
○夏季休業日中に小吹奏楽クラブと中吹奏楽部で合同練
習を行ったり、10月には体育大会に向けて小中合同練習
を行ったりと、中学生が小学生に教える機会を設け小中
連携を図ることができた。 A B

○保護者の学校評価アンケートでは「小
中連携に積極的に取り組んでいると思う
か」という質問への肯定的回答が75％で
あった。教職員の内部評価では、部活動
の連携が充実していた、もっと増やした
いという意見もあったため、保護者への
周知が足りなかったとも考えられる。今
後も連携の回数や時間帯について担当者
同士で検討していく。

A

○施設併設型小中学校の特色を活かし、
学力向上、部活動体験、防災体験会の実
施など、小中が連携して教育を行ってい
ると感じている。
○肯定的回答が７５％ということで周知
が足りないという分析だったが、内訳は
どのようになっているか？
→「分からない」という選択肢もあり、
その数値も高かったのでそのように判断
した。

○次年度に向けて、連携の
回数や時間帯について担当
者で検討し、充実した連携
教育が図られるようにして
いく。

〇防災体験会の実施 ○参加児童の人数
・50人以上の参加
〇実施後のアンケート結果
・肯定的な回答が90％以上

85% 90% B

○防災体験会では、参加児童43人
が中学生とともに積極的に取り組む
姿が見られた。地域防災の担い手と
して働けるよう、小中学生の段階か
ら体験を通して興味・関心をもたせ
ていく。

A A

○更なる充実を図るため、地区副校
長会での研究内容を、生活指導部・
避難訓練担当とも共有し、避難訓練
実施案の改善を行った。事前事後指
導の充実を図った。

B

○全児童・全生徒の防災への意識を
高めていきたい。そのために、防災
に関するイベントにはより多くの児
童・生徒に参加してもらえるよう、
学校やPTAからもより多くの情報を
発信していきたい。

○更なる防災教育の充実を図る
ため、地区副校長会での研究内
容を、生活指導部・避難訓練担
当と共有し、次年度の教育計画
に反映させた。今後も実施後の
振り返りを行い改善を図る。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

「中間」
学校関係者評価(A～D)

学校教育目標
〇よく考える子ども　　　　　　　〇心ゆたかな子ども
〇最後までやりぬく子ども　　　　〇健康な子ども

目指す学校像

目指す児童像
目指す教師像

・保護者にとって、子どもを通わせてよかったと思える学校
　学校スタッフにとって、仕事にやりがいを感じられる学校
・「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」をバランスよく備えた子ども
・人権尊重の精神に富む教師　保護者や地域との連携に努め、誰からも慕われる教師

前年度までの本校の
現状

・外国語科や外国語活動と中学校の英語科の連携授業や小中合同の防災訓練の実施など、小中連
携・
　防災教育の充実を図ることができた。
・tetoruでの保護者に向けた情報発信が定着した。

・教員の授業力・指導力の向上、同時に学習用タブレットやiPadを活用した授業の展開を図り、児童にとって分かりやすい
　授業を実施し、基礎的学力の向上を図ること。
・特別支援教育の理解と充実を図ること。（特別支援教室や、ことばやきこえの教室等、適切な支援につなげていくこと、
　教職員の理解を深め通常学級での支援の引き出しを増やすこと）

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標

達成度

○特別支援教育の推進 ○専門機関と連携し、特別支援
教育を様子をより充実したもの
にしてほしい。

○休み時間や放課後など、遊び
を通じて体を動かす場が多くあ
ると思うが、小中併設校である
ため難しいとも感じている。

○冊数も多く子どもたちは恵ま
れた環境にあると思う。LASの
読み語りも充実している。

○基礎学力の定着

○運動意欲や基礎体力の向
上

コメント

令和７年度　江戸川区立葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

○不登校・いじめの原因を分析
し、未然防止を考える必要があ
ると考える。

○子どもたちの健全育成に
向けた取組

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○小中連携教育の更なる推
進

○中学生がものすごく落ち着いてい
て小学生の手本となっている。
○中学校の見学・部活動体験、防災
体験会など、小中併設の特色が生か
されていると感じる。

○防災教育の充実 ○葛西小中の防災機能と備蓄品について学
び体験することは大事であり、防災体験会
の開催に感謝している。
○地域の関係を密にし災害があった時は連
携していかなければならない。学校とも連
携していければ。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○自校（園）の取組の積極
的な発信

○tetoru配信が活発に行われて
おり、情報発信されている。

○学校関係者評価の充実 ○活発に意見されており、改善
に取り組んでいる。

学
力
の
向
上

○人数が多いため、学習が得意な子
もいれば、苦手な子もいると思う。
なかなか数字には結びつかないとは
思うが、まずは勉強は楽しい、と
思ってほしい。
○基礎学力はとても大事なので、定
着を図ってほしい。
○保育園での体を動かしたり、遊ん
だり、絵本を読んだり…といった経
験が、学びの種となり小学校で芽が
でて花開いていくと感じている。今
後も連携をしていきたい。

〇読書科の更なる充実


